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近年，ボイラーについては安全性の確保はもとより，省エネルギー対策，

CO2 ガス排出抑制等の地球環境保全対策等が社会的に強く要請されている。

この一方，エレクトロニクスの推進を背景に，自動制御装置が高性能化し，

また，バイオマス等を含めて燃料の多様化が進んでいる。

このため，ボイラーの取扱者及び取扱い作業主任者には，ボイラーの規

模・種類等に応じた必要な基本事項はもとより，技術変化に即応した正確か

つ広範囲な知識が要請されている。

一級ボイラー技士教本は，平成 18 年にボイラー技術の進歩やボイラーを

取り巻く環境の変化に対応するため，「一級ボイラー技士教本改訂委員会」

を設けて大きな見直しを行い，平成 22 年には，最近の環境規制の強化によ

る機器の変遷などを含めて改訂を行った。

本書は，厚生労働省告示「ボイラー技士免許規程」に示されている試験科

目の範囲に従い編纂されているが，今般その内容を全般にわたって刷新する

とともにわかりやすく解説したものである。今回，一級ボイラー技士を目指

す者にとって使いやすいものとなるよう，各節ごとに試験問題の頻出事項，

計算問題の例題及び関係法令の出題傾向等を増補し，改訂を行った。

本書が，一級ボイラー技士受験のための教本として広く利用されるだけで

なく，一級ボイラー技士の資格を取得され，ボイラー取扱者の中核として業

務に就かれた後も，座右の書として活用され，ボイラー関係の事故防止及び

適正な保守管理に役立てられることを期待する。

平成 28 年 10 月

一般社団法人日本ボイラ協会

会長　　刑部　真弘



iv　本書の特徴について

本書の特徴について

本書は一級ボイラー技士必携の書として，ボイラー取扱者が実際の現場で

役立つように，ボイラーの構造や取扱い，燃料燃焼に関する事項について，

一級ボイラー技士がその職務を適切に実施するために必要な内容を盛り込ん

だものである。

また，本書は，厚生労働省告示「ボイラー技士免許規程」に示されている

試験科目の範囲に従い編纂しており，試験範囲をすべて網羅しているので，

一級ボイラー技士を目指す者にとって，最適な受験用テキストでもある。

今回の改訂では，一級ボイラー技士免許試験を受験しようとする者にとっ

て，より使いやすいものとなるよう次のように編集した。

1．各節ごとに，過去の試験問題における頻出項目を整理し，「試験頻出

事項」として収録した。これらは重要なポイントなので，正しく理解

し，記憶しておく必要がある。

2．重要語句はゴシックで示し，重要事項はアンダーラインを付けて，理

解しやすくした。

3．計算問題が頻出している項目については，演習問題を掲載し，わかり

やすい解説を付けた。計算問題のパターンはあまり多くはないので，

演習問題を確実に理解する必要がある。

4．附録として，関係法令の出題傾向を簡潔にまとめたものを収録した。

これによりおおよその傾向は把握でき，効率のよい学習が可能であ

る。

なお，受験者が合格を確実なものにするために，本書を参照しながら過去

問を解き，ポイントとなる事項を覚えていくのが効果的である。この問題集

として，当協会が発行している「1級ボイラー技士試験公表問題解答解説」

が推奨できる。（巻末の受験関係書籍の案内参照）
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